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公告
　「陸連時報」は公益財団法人日本陸上競技連盟定款第4条第6号の「機関誌」の性格を有するものであ
りますが、毎月「陸上競技マガジン」と一体として発行しています。陸上競技に関する啓発記事のほか、
必要に応じて、評議員会、理事会の決定事項、各専門委員会、事務局からの報告、通達も掲載いたしま
す。本時報に掲載した通達は、公式に通達したものと取扱わさせていただきますので、登録競技者は本
時報の掲載内容にご注意下さい。また、陸上競技指導者の方は、所属競技者にお知らせ下さるようお願
い致します。	 公益財団法人日本陸上競技連盟
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2014年度主要競技会日程（案）
＊主要競技会日程は、2014年3月開催の理事会で最終承認されます。

主催大会 国際大会

期　日 大会名 場　所 期　日 大会名 場　所

4
月

20（日） 98 日本選手権50km競歩 石川

20（日） 16 長野マラソン 長野 28（月） アジアGP

5
月

2（金） アジアGP

11（日） ゴールデングランプリ 国立（東京） 5（月） アジアGP

3（土）〜4（日） 26 ワールドカップ競歩 太倉（中国）

31（土）〜6/1（日） 98 日本陸上競技選手権混成 長野市営（長野） 21（水）〜22（木） 2 ユースオリンピック・
アジア地域予選

バンコク
（タイ）

31（土）〜6/1（日） 30 日本ジュニア選手権混成 長野市営（長野） 24（土）〜25（日） 1 世界リレー選手権 ナッソー
（バハマ）

6
月

60 全日本中学通信陸上 各地

6（金）〜8（日） 98 日本陸上競技選手権 とうほう・みんなの
スタジアム（福島） 12（木）〜15（日） 16 アジアジュニア

陸上競技選手権 台北（台湾）

7
月 30（水）〜8/3（日） 67 全国高校陸上 小瀬（山梨） 22（火）〜27（日） 15 世界ジュニア

陸上競技選手権
ユージーン

（アメリカ）

8
月

8（金）〜10（日） 49 全国定通制高校陸上 駒沢（東京）

20（水）〜21（木） 49 全国高専陸上 宿毛（高知） 12（火）〜27（水） 2 ユースオリンピック 南京（中国）

17（日）〜20（水） 41 全国中学陸上 丸亀（香川）

22（金）〜23（土） 30 全国小学生陸上 日産スタジアム
（神奈川）

30（土）〜31（日） 2 全国高校陸上選抜 長居第2（大阪） 23（土）〜29（金）
※全体会期 21 日・韓・中ジュニア

交流競技会 北上（岩手）

9
月

13（土）〜14（日） 2 コンチネンタルカップ マラケシュ
（モロッコ）

19（金）〜23（祝・火） 18 アジアマスターズ 北上（岩手）

27（土）〜10/3（金） 17 アジア競技大会 仁川（韓国）

10
月

3（金）〜5（日） 30 日本ジュニア選手権 瑞穂（愛知）

3（金）〜5（日） 8 日本ユース選手権 瑞穂（愛知）

18（土）〜22（水） 69 国民体育大会 県立総合（長崎）

31（金）〜11/2（日） 98 日本選手権リレー 日産スタジアム
（神奈川）

31（金）〜11/2（日） 45 ジュニアオリンピック 日産スタジアム
（神奈川）

11
月

16（日） 6 横浜国際女子マラソン 神奈川

24（祝・月）'14 国際千葉駅伝 千葉

12
月

7（日） 68 福岡国際マラソン 福岡

13（土）〜14（日） 17 小学生クロスカントリーリレー 万博記念公園（大阪）

14（日） 22 全国中学駅伝 山口

21（日） 65 26 全国高校駅伝 京都

1
月

11（日） 33 都道府県対抗女子駅伝 京都

18（日） 20 都道府県対抗男子駅伝 広島

25（日） 34 大阪国際女子マラソン 大阪

2
月

7（土）〜8（日） 15 日本ジュニア室内大阪 大阪城ホール（大阪）

8（日） 50 千葉国際クロスカントリー 昭和の森（千葉）

15（日） 98 日本選手権男女20km競歩 兵庫

21（土） 29 福岡国際クロスカントリー 海の中道海浜公園
（福岡）

22（日）'15 東京マラソン 東京

3
月

1（日） 70 びわ湖毎日マラソン 滋賀

8（日）'15 名古屋ウィメンズマラソン 愛知

15（日） 39 全日本競歩能美 石川 15（日）'15 アジア陸上競技選手権・
20km競歩 能美（石川）

28（土） 41 世界クロスカントリー 貴陽（中国）

陸連時報2013年11月号掲載からの変更点には■が引いてあります。
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今年度は、国民体育大会・全国インターハイにおいて、佐野日大高
校の中島大輔選手が走高跳で２冠を達成し、全国中学校大会では佐
野北中学チームが４×100mリレーで優勝、全国小学生交流大会では、
福田真夢選手が走幅跳で優勝いたしました。
さらに東日本女子駅伝においては、本県初の準優勝を獲得すること
ができました。
全国都道府県対抗女子駅伝では、日本を代表する赤羽有紀子選手

（ホクレン）と渋井陽子選手（三井住友海上）が、チームの一員となっ
たことで、中学生・高校生・大学生選手の心の支えとなり、育成・強
化に貢献していただきました。応援していただいた県民の皆様にとっ
ても、心温かいときを過ごせたものと実感いたしました。
11月には、本県においても、高校は佐野市で、中学校は那須塩原市

で、共に関東駅伝大会が行われ、天候にも恵まれ終了することができ
ました。
広報誌については、第１回・２回と発行し、その反響がありがたい

ほど多く、これからの広報誌発行に心強いところです。
2020年のオリンピック・パラリンピックの東京開催が決まり、2022

年には、第77回国民体育大会が本県で内々定となり、これを機に栃木
陸協も競技運営の充実および競技力の向上に最善を尽くしていきたい
と考えています。

（文責：事務局　小針文哉）

一般財団法人栃木陸上競技協会

現在、一般財団法人千葉陸上競技協会の設立に向けて準備をすす
めております。10月の臨時理事会において定款の承認を受け、12月の
加盟団体代表者会議で新役員が決定いたしました。今後は、正式な手
続きを経て本年度内設立の見通しとなりました。
駅伝やロードレースのシーズンになり、11月10日の東日本女子駅伝

で本県チームは、中盤から追い上げる見事なレース展開で優勝を果た
しました。永年にわたり組織的に強化を図った成果であり、これを弾
みに男女の全国都道府県対抗駅伝へと続けたいものです。
２月には昭和の森で、第49回千葉国際クロスカントリー大会を開催

します。毎年全国から大勢の選手に出場して頂いておりますが、選手
や観客の皆様に満足して頂ける大会になるよう更に競技運営に努めた
いと考えております。皆様のお越しをお待ちしております。

（文責：総務委員長　市東和代）

千葉陸上競技協会

10月４日より８日まで東京の味の素スタジアムにて開催されました
第68回国民体育大会において、天皇杯４位という結果を得ることがで
きました。本県選手団がそれぞれの種目において健闘しましたことを
選手団一同今後の自信にするとともに、本県の競技力向上に大きく寄
与するものと確信しております。入賞含め、特に、少年女子Ａ100m・
土井杏南選手（埼玉栄高）、少年男子共通800m・服部純哉選手（坂
戸西高）、少年女子共通棒高跳・生島弥歩選手（越谷南高）、少年男
子共通5000m競歩・楜澤湧希選手（所沢西高）、成年少年男子共通４
×100mリレー・五十幡亮汰選手（行田長野中）・小林将一選手（東洋
大）・三田真也選手（早大本庄高）・藤光謙司選手（ゼンリン）が優勝
という結果となりましたことは非常に喜ばしいことでありました。
11月３日には本県で毎年恒例の東日本実業団駅伝が男女ともに開催

され、全日本への出場権をかけてレースが行われました。男女ともに
本県からも実業団チームが力強いレースを展開し、全日本出場権獲得
のチームの力走を祈念しておりました。
最後に11月10日に福島県で開催の第29回東日本女子駅伝において、
本県チームは総合７位という結果を得ることができました。第１区の
山崎里菜選手（パナソニック）が区間賞の走りで流れを作り、その後
の９区まで粘りのレースを展開しました。今後行われます都道府県駅
伝において、男女ともにトップ争いに加わりながら存在感を示すこと
ができるよう、邁進していきたいと思います。

（文責：総務　内住祐介）

一般財団法人埼玉陸上競技協会
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写真は、６月30日、群馬県陸上競技選手権大会２日目において平
成25年度群馬陸上競技協会諸表彰受賞者の集合写真です。長きにわ
たり群馬陸協に貢献された皆様の功績を讃え記念品を贈呈いたしまし
た。また、東京国体の会場では、元東京農業大学第二高等学校陸上
競技部監督の鳥羽完司氏が、秩父宮章を受章されました。
国体においては、男女総合10位・女子総合５位と、女子は入賞を
果たしました。しかしながら、少年男子A・Bで入賞０に終わり、今
後の選手強化に大きな課題が残りました。

一般財団法人群馬陸上競技協会
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2020年のオリンピック・パラリンピックの東京開催が決定し、開催
地の東京陸協としては、東京都、日本陸連との連絡を密にし、最高の
大会になるよう準備を進めて行きたいと思います。
2013年のトピックスとして、長年の夢であった公益財団法人東京陸

上競技協会として2013年７月１日から事業運営を開始しました。また
東京国体では、大会の成功と共に男子総合、女子総合の完全優勝を
果たしました。大会には、全国から130人を超す視察員の方々も来ら
れ激励をしていただきました。
2020年に向けて競技者の発掘・育成・強化事業をさらに進め、東

京育ちのオリンピック選手の活躍を期待すると共に蓄積された競技運
営の技に磨きをかけ、役員一同頑張ります。
1964年東京オリンピックの主会場であった国立競技場（千駄ヶ谷）

は５月をもって使用できなくなり、新国立競技場の建設に入ります。
完成予定の2019年まで陸上競技の聖地は一時お休みとなります。翌
年の2020年が輝く日本陸上界になるように今から期待しています。

（文責：常務理事　有澤政雄）

公益財団法人東京陸上競技協会

昨年から検討してまいりました新潟陸協の新しい旗ができあがりま
した。闘志を持って競技するということで、走る人を赤で中央に配置し、
新潟の自然を表すため県の図を緑で、海と稲穂と朱鷺の羽をイメージ
した図柄を人の足元に配置しました。この旗を掲げ、来季も全国各地
で新潟の競技者が数多く駆け巡ることと思います。どうぞよろしくお
願いいたします。
また、この度、第99回日本陸上競技選手権大会の新潟開催が決定
いたしました。11月には３回目の準備委員会が行われ、総務部佐藤良
司部長・庶務部小柳了部長・審判部星野利朗部長・競技部小杉仁部長・
広報イベント部大野公彦部長・会計部巻口実部長から、それぞれの業
務内容の説明と確認がなされました。競技者がベストパフォーマンス
を発揮できることはもちろんですが、ご来場の皆様にも大いに楽しん
で頂けるようにと考えております。どうぞご期待下さい。

をすす
2月の
式な手

子駅伝
を果た
れを弾

を開催
選手
努めた

和代）

一般財団法人新潟陸上競技協会

ました
がで
ことを
きく寄
00m・
手（坂
少年男
共通４
（東洋
が優勝

に開催
ともに
権獲得

いて、
区の
の後

府県駅
すこと

祐介）

協会

12月22日京都で行われた全国高校駅伝大会において、西京極陸上
競技場トラック上４人が競い合うという史上まれに見る大接戦の戦い
を１秒差で制した山梨学院大学附属高校男子が日本一という偉業を達
成してくれ、山梨県民はじめ陸上ファンに大きな夢と感動を与えてく
れました。また山梨学院大学附属高校女子も県勢初の６位入賞を果た
し山梨陸上界に新たな歴史を刻んでくれました。
選手たちは「日本一」を合言葉に、常に礼儀正しさを重んじ、日々の

生活をしっかりすること、基本を徹底することなど選手自身が自覚し、
仲間を信じ厳しい練習を積み重ねながら築いた団結力、総合力で勝ち
取った成果を発信してくれました。これからの山梨陸上界の方向性、
アスリートの心構えをしっかり示してくれたように感じます。
折しも来夏山梨で開かれるインターハイに向けて山梨陸協と高体連

陸上部は特別強化選手21人、強化選手68人を指定し、本年度中に４
回の合同強化合宿や練習会を行い地元開催に備えています。目標とし
てはインターハイ出場者20人以上、入賞者５人以上とし、「山梨はひ
とつ」の合言葉のもと一致結束し、山梨学院大学附属高校が成し得た
栄冠に学び前進して行きたいと思っています。また、参加される他都
道府県からの選手の皆様や、応援として来県される多くの方々に気持
ち良くご参加いただけるようにおもてなしの心を持った「真心のある
大会」を運営できるように準備を整えて参りたいと思います。

（文責：専務理事　保坂一仁）

一般財団法人山梨陸上競技協会

神奈川で全国小学生陸上が開催されたことによって、神奈川陸協の
役員全員が全国レベルの小学生陸上を直視しました。想像以上のレベ
ルの高さと共に、練習内容や指導方法への疑問も実感することとなり
ました。普及部では元々早すぎる強化練習には疑問を持っておりまし
たので、これを後押しするかのごとく、普及と強化が一つの委員会に
なり、小学生から中高生また大学生・一般まで連携した指導体制で、
発育を見守りながら一貫性・継続性のある長期的な指導を目標とする
ことで意思統一することが可能になりました。
本県は小学生陸上クラブチームへの対応だけで実施しているので、
各クラブの指導者は教員のみならず様々な方がおります。指導理念・
知識量・指導技術も色々でしたが、普及部員を多方面（地区・キャリ
ア）から集め、巡回陸上教室を年３回各地で実施したこと、合同練習
会、合同指導者研修会を毎年実施してきたこと等で、どのクラブにお
いても勝利至上主義は殆ど無くなりました。
普及活動では指導者の育成が最重要課題です。指導者数を増やす

ための育成と指導者個々の質を向上させるための両面が必要であると
考えています。
JAAFジュニアコーチの資格取得を奨励する一方、強化部との連携、

中体連や高体連との連携の中で互いに学びあい理解しあい、即戦力の
養成ではなく、やがて神奈川を代表する選手、日本を代表する選手を
一人でも多く育てることが普及部の使命であると考えています。

（文責：強化普及委員会普及部長　瀧川一輝）

一般財団法人神奈川陸上競技協会
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◇◆ナショナルリレーチーム発足。チームの愛称を募集します！◆◇
　12月2日に発足したナショナルリレーチームの愛称を募集することになりました。4人の選手が１本のバトンをつないで戦
うリレー競技。応援してくださる皆さんの想いを愛称に込めて、選手たちへ届けてください！　応募は個人でも、またクラブ
や部活動等団体でも受け付けます。たくさんのご応募をお待ちしています！
【募集期間】2013年12月26日（木）～ 2014年2月10日（月）
【募集内容】男子チーム、女子チームの愛称。男女それぞれで応募を受け付けます。
【募集方法】�日本陸連オフィシャルWebサイト（http://www.jaaf.or.jp/fan）の、応募用特設ページからご応募ください。

（http://www.jaaf.or.jp/fan/news/2013/relaynickname.html）
【選　　考】ご応募頂いた案をもとにチームメンバーが選考いたします。
　　　　　　＊第三者が著作権等の権利を有している案は対象外とさせていただきます。

【応募資格】個人でも、またクラブや部活動等団体名での応募も受け付けます。
【賞　　品】ご応募を頂いた全ての方・団体から抽選で下記の賞品を差し上げます。
　　■ナショナルチーム　選手複数名のサイン入特製バトン　（10名）　　　■プラクティスシャツ・タオルのセット　（5名）
　　■遠征バック・ベンチタオルのセット　（10名）
　＊愛称の発表は、3月末頃を予定しています。　＊採用された愛称に関する著作権、その他一切の知的財産権は本連盟に帰属します。

◇◆マラソンに取り組む市民ランナーの安全10か条◆◇
　全国各地でマラソン大会が開催され、マラソンシーズン真っ盛りを迎えておりますが、レース参加に当たっては、下記、「マ
ラソンに取り組む市民ランナーの安全10か条」をよくお読みの上、ご参加ください。
　  1．普段から十分な栄養と睡眠をとりましょう。
　  2．喫煙習慣をやめましょう。
　  3．メディカルチェックを毎年受けましょう。
　  4．生活習慣病がある方は、かかりつけ医とよく相談しましょう。
　  5．計画的なトレーニングをしましょう。
　  6．気温、湿度に適したウエアの着用と、適切な水分補給をしましょう。
　  7．胸部不快感、胸痛、冷や汗、フラツキなどがあれば、すぐに走るのを中断しましょう。
　  8．足、膝、腰などに痛みがあれば、早めに対応しましょう。
　  9．完走する見通しや体調に不安があれば、やめる勇気を持ちましょう。
　10．心肺蘇生法を身につけましょう。
　また、本連盟ウエブサイト・医事委員会のページに「市民マラソン・ロードレース申込み時健康チェックリスト」を掲載し
ています。
　http://www.jaaf.or.jp/medical/healthcheck20130411.pdf　こちらもお読みの上、ご参加ください。
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